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自己紹介

竹原 健二
国⽴成育医療研究センター研究所 政策科学研究部 部⻑
成育こどもシンクタンク 戦略⽀援室 副室⻑
⽗親⽀援に関する厚労省・こども家庭庁の研究班の代表者

・専門︓⺟⼦保健の疫学
・主な研究︓親⼦の健康に関する研究を通じた政策・社会実装⽀援
（夫婦のメンタルヘルス・⼦育て⽀援、Child Death Review、HPV、⼥
性のやせ、こどもの運動、など）
・趣味︓スポーツ（特にサッカー）、スポーツ観戦
・好きな⾷べ物︓カレー、アイスクリーム、ビール
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父親を支援する意義とは？
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×⺟親や⼦ども、社会の課題を解決す
るために⽗親を有効に活用すること

〇すべての⽗親が家族で⽀え合うこと、
⼦どもを育てることの喜びを感じられ
るようにすること
〇⺟⼦への⽀援に⽗親も加えることで
家族全体の状況把握、適切なアセスメ
ント、⽀援につなげること



父親の家事・育児における役割の変遷

なぜ、⽗親への⽀援が必要になってきたのか
→父親の役割が変わり、父親が家事・育児をするようになったから

傍観者（〜90年代半ば）

協⼒者（90年代後半〜）

分担者（2010年〜）

主体者（最近）



父親を支援する目的は？

産婦（⺟親）へのケア・⽀援の目的
①⺟体の回復促進
②育児生活のスムーズな開始
③育児不安の軽減と孤⽴防⽌
④産後うつなどの精神疾患の予防・早期対応
⑤切れ目のない⽀援の提供
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では、父親へのケアの目的は︖
・育児の主体者としての⽗親に対して →
・育児の協⼒者・分担者としての⽗親に対して →



成育基本法の目的

第1条
成育過程にある者及びその保護者並びに妊産婦に対し必
要な成育医療等を切れ目なく提供するための施策を総合
的に推進することを目的とする。
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⽗親は⽀援されるべき対象となっている



父親も支援の対象に位置付けられている

成育基本法の基本方針（R3年に閣議決定、R5年に改訂）

•出産や育児への⽗親の積極的な関わりにより、⺟親の精神的な安
定をもたらすことが期待される一方、父親の産後うつが課題と
なっている。

•⺟親を⽀えるという役割が期待される父親も、支援される⽴場に
あり、⽗親も含めて出産や育児に関する相談⽀援の対象とするな
ど、父親の孤⽴を防ぐ対策を講ずることが急務である。

•⺟親に限らず、⽗親を含め⾝近な養育者への⽀援も必要であるこ
とについて、社会全体で理解を深めていくことが必要である。 7



父親の育児参加に対する期待と課題

⽗親の育児
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・⺟親の⼦育て負担の軽減・精神的な健康
・⼦どもの発育・発達・ケガの予防
・良好な親⼦関係・夫婦関係の形成
・⼥性の社会進出・男⼥共同参画社会の実現

・⽗親の産後うつなどの健康リスク
・仕事と家庭の両⽴が困難

期待される家族への効果

課題
⺟⼦保健・社会的な課題解決に向けた期待

⽗親の実態・ニーズに関する情報不⾜
⽗親を⽀援する体制が不⾜



父親の産前・産後うつのリスクと影響

リスク要因︓⺟親のリスク因⼦とほぼ同じ
低収⼊、不安定な就労状況、望まない妊娠、⼦どもの病気、夫婦関係、
⺟親のメンタルヘルス、周囲からの⽀援不⾜、メンタルヘルス不調の既往歴
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その影響︓家庭/社会への短期~⻑期的な悪影響
育児の質・量の低下、虐待リスクの増加、児との愛着形成の阻害、⼦どもの発達の鈍化
（社会・⾔語・情緒）、学齢期・思春期の⼦どものメンタルヘルス不調、⺟親のメンタ
ルヘルス不調、夫婦関係の悪化



海外の父親の産後うつに関する先行研究

10

初の大規模Population based study. Lancet (2005)

⽗親の産後うつの頻度について初のメタ解析. JAMA (2010)

最新のメタ解析では、産前・産後 うつ
の「リスクあり」となる頻度は、
妊娠期:9.8％, 産後1年間:8.8％

※日本で実施された調査結果も含んだメタ解析 JAD(2020)



父親の“産後うつ”は存在するのか？

英国の15年分の診療データ

抑うつの診断、もしくは抗う
つ薬の処方者数をカウント

産後1年間の⽗親のうつは、
3.56/100⼈年でその後12歳
までのおよそ1.4倍

産後1年間の⺟親のうつは2
倍以上

11Dave, et al. 2010



日本における子育て夫婦のメンタルヘルス不調のリスク

生後1歳未満の⼦どもを育てる夫婦
国⺠生活基礎調査2016をもとに3,514世帯を抽出
K6で9点以上の頻度を算出
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父親のアセスメントや父親への支援をするメリット

対応父親の状態児の状態⺟親の状態

①
• 家事・育児に

積極的
• 健康状態良好

• 発育発達には
特に大きな問
題なし

• 夜泣きが始
まった

• 産後3か月
• EPDS13点
• 手首の腱鞘炎
• 背部痛
• 育児不安強め

②• 仕事が激務
• ややお疲れ

③シングルのため
⽗親不在

④• メンタル不調
• 夫婦関係不良
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☞⺟⼦だけでなく、家族をアセスメントすると、
⽀援の緊急性/必要性の判断が高まる



日本人の父親の産後うつの頻度

15の研究を含む系統的レビュー・メタ解析
産前・産後でおよそ10％ 産後3-6か月にややピークありか︕︖
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Tokumitsu et al. 2020

父親にできることが
増える時期？



内閣府が掲げてきた目標とその数値の推移

目標①︓男性の育児休業取得率
2014年︓2.3％ → 2020年︓13％
(実際は、2020年:12.7%、2023年:30.1％、2024年:40.5％)

目標②︓6歳未満の⼦どもをもつ夫の育児・家事関連時間
2011年︓67分/日 → 2020年︓150分
(実際は、2016年:83分、2021年:114分)
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６歳未満のこどもを持つ夫・妻の家事関連時間の推移

01年︓48分 ☞ 21年︓114分

17出典：社会生活基本調査(総務省)

01年:461分 ☞ 21年:448分

夫 妻
(週全体、夫婦とこどもの世帯)



男性の育児休業にまつわる課題

とるだけ育休
育休取得は⽗親の産後うつを予防するが、⺟親の産後うつの
リスク要因(Barry et al. 2023)

育休はそもそも取得しなければいけないのか︖
育休を取得した周りの⼈の問題とその配慮
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産前から産後における父親・母親への保健医療サービス

産前
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分娩 産後
妊婦健診（およそ14回）

⼥性

男性

⺟⼦健康手帳の交付
⺟親学級・両親学級

分娩・⼊院
保健指導

新生児訪問
乳幼児健診時の問診

両親学級
（通常、土日開催）

パパ友づくり
イベント︖



目の前の父親に支援が届けられているか？

① ⾃治体などの⺟⼦保健・⼦育て⽀援サービス、
分娩施設のイベントに参加したことがある父親
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② ⾃治体などの⺟⼦保健・⼦育て⽀援サービス、
分娩施設のイベントに参加していない父親

③ ⾃治体などの⺟⼦保健・⼦育て⽀援サービス、
分娩施設のイベントに参加したが、支援対象に
なっていないと感じた父親

① ⾃治体などの⺟⼦保健・⼦育て⽀援サービス、
分娩施設のイベントに参加し、支援されている
と感じた父親



父親の健康管理・支援の担い手は？

職域・産業保健

21

地域・⺟⼦保健

労働法（労働基準法や過労死等
防⽌対策推進法etc）

・⺟⼦保健法
・児童福祉法

・︖︖︖

・⺟⼦福祉法が⺟⼦及び⽗⼦並びに寡婦福祉法に。
・成育基本法では「保護者」が⽀援の対象に。

職域と地域の垣根を越えた健康管理・⽀援の視点は不⾜



縦割りで見えなくなる子育て期の親の負担

職域・産業保健
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地域・⺟⼦保健

30日×2.5h
【超過勤務】
平日：22日×2h
8:30~19:30の勤務

75時間/月44時間/月



父親支援の充実に向けて①

⽗親⽀援の充実の目指すべき姿を考える

全国の⾃治体・分娩施設でパパサークルを作ること︖
一部の（意欲高めの）パパが参加する事業を実施すればよい︖

⽗親⽀援にも、その内容だけでなく、ターゲットとなる集団を意識す
ることが重要
⽗親にも一部の対象者への濃密な支援とすべての父親への幅広
な支援の考え方が必要なのでは︖
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父親支援の充実に向けて②
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父親支援の充実に向けて③

25

家族



既存の母子保健・子育て支援事業に父親支援を加える
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育児期出産・産後妊娠期担当部署

乳幼児健診
育児教室・相談
家庭訪問

新生児訪問指導
産後ケア事業

⺟⼦健康手帳交付
両親学級
妊婦訪問

⺟⼦保健領域

育児講座
⼦育てサークル乳児家庭全⼾訪問事業⼦育て⽀援領域

乳幼児健診
予防接種
通常の外来
⺟乳外来

分娩
産褥⼊院

妊婦健診
助産師外来
両親学級

医療機関

これ以外に、妊産婦への支援で⼯夫・配慮していることはないですか︖



“ちょっとしたこと”で生じる大きなちがい

健診や家庭訪問時に⽗親・パートナーも同席することが増えています
・「可能ならパパも同席してくださいね︕」と誘ってますか︖
・訪問時、家にいる⽗親を巻き込む配慮ができていますか︖
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既存の取り組みの応用①

妊婦健診（乳幼児健診でも）
同⾏してきた父親に対して何ができますか︖
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・⽗親の状態のアセスメント
（アンケートetc）

・妊娠期にすべきこと、産後に
向けた準備に関する保健指導

・夫婦関係の向上のための⽀援



既存の取り組みの応用②

両親学級
⺟親の支援者養成講座になっていませんか︖
父親も支援されたと感じられるプログラムですか︖
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・⽗親⾃⾝の変化や困りごと
もテーマとして扱える

・プログラムの一部でパパと
ママの部屋を分けて、⽗親同
士の悩みの共有などもできる



既存の取り組みの応用③

クリニック・保健センターなどあなたの施設にパパが来たら︖
どのように声をかけますか︖︖︖
パパではなく、ママだったらどのように声をかけます
か︖︖︖



“産後ケア事業”で父親を母親と同様にケアできるか？

（厳密に考えると…）想定されていない︕︖
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理由︓産後ケア事業は「⺟⼦保健法」にもとづいているから

⺟⼦保健法第17条の２
“産後ケア”を必要とする出産後一年を経過しない⼥⼦及び乳児につき、
産後ケア事業をおこなうよう努めなければならない

１．短期⼊所、通所、訪問の３つがある
２．実施に際しては、⼈員・設備・運営の基準に従うこと
３．産後ケア事業は、切れ目のない⽀援につなげるよう努めること



しかし、産後ケア事業のガイドラインをみると…

Ⅲの３ 対象者の項
(3)産後ケア事業の基本的な対象は⺟⼦であるが、⽗親・パー
トナーと⺟親が協⼒しあって育てていくという意識を持つこと
が重要であり、そのような観点から、 ⽗親・パートナーへの
⽀援を⾏うことが考えられる。
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と、いうことで、
”⺟親と協⼒できるようにするために“

⽗親に提供できるケア・⽀援を考えてみましょう。



よくある事業実績報告書①
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〇〇市
⽗親の名前の

記⼊欄がない…



よくある事業実績報告書②
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⽗親の状態の
チェック欄がない

⺟親からみた⽗親と
の関係性のみ

⽗親への指導内容や
⽗親の状況の伝達が

記載しにくい

ケアの記載欄が
産婦・児・⺟⼦のみ



父親のみにメッセージを届けたいならば？

⺟親からの暴⼒により苦しんでいる⽗親もおり、⽀援が必要
最近の研究では13.6％の⽗親が⼼理的・⾝体的・経済的・性的な家庭
内暴⼒を経験したと回答
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【質問】
そういう⽗親に対して「⽀援
しますよ︕ぜひ、声かけてく
ださい」とメッセージを届け
るにはどうしたらよいでしょ
うか︖

ただし、そのメッセージは⺟
親に⾒つかってはいけません。

Obikane et al. 2025



こちらの男子トイレはどうでしょうか

36



すばらしい好事例！！！
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〜参考資料〜
私が実際に教えてもらって
よかったこと
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コミュニケーションスキル①
〜お互いの⼤変さは⽐べない〜

• とにかく、産後は気持ち的にも時間的
にも「ゆとり」を失いがち。

• どちらがより大変か、を比べても相手
を非難することにしかならない。
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コミュニケーションスキル②
〜何か⾔われて、ムッとしたら〜

• 産前・産後はホルモンの分泌の影響もあり、
ママの⼼⾝も不安定に。

• ときには、思いがけずパパが怒ったり、傷
ついたりするようなことを口にしてしまう
ことも。

• 大好きなママがそんなことを⾔うはずはな
く、それを⾔わせているのは、ホルモンの
せいかも︕︖
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育児の楽しみ方①
〜発想の転換をしてみる〜

4141
木下ゆーきさんのYoutube
https://youtu.be/wtIND2bRolo?si=DJdEdn-Jh4kvbXWq

家事・育児をつまらないこと、や
らなければいけないこと、と捉え
るとしんどい。

楽しいことにしようとすると、育
児はいくらでも楽しくなるし、楽
しそうに育児をしているパパを⾒
ているママも、ほっこり。

おむつがえチャレンジでグジュグ
ジュうんちに腕まくり



育児の楽しみ方②
〜楽な方法を伝授する〜

• 抱っこも、腕だけですると負担が大きい

• 肩甲骨を広げて、背筋も使えると抱っこ
の負担も軽くなる

• 縦抱きで、お尻を⽀える手の甲をお尻の
方に向ける。背中を意識しながら手の甲
を返すと背中を使った抱っこに。赤ちゃ
んの頭や背中を⽀える手も同様に、手の
甲を当て背中を意識してから、甲を返す。
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育児の楽しみ方③
〜育児と癒しを組み合わせる〜

• 毎日の寝かしつけは一苦労。その時間を使って、
お互いにマッサージ

• 「寝かしつけ」をしなくちゃいけないから大変な
ので、マッサージのついでに「寝かしつけ」くら
いに位置付けられるとベター

• ママもマッサージしてもらえるから、「ありがと
う」「楽になったよ」って喜びを表現しやすい

• パパ・ママで交代してもいいね︕
43「楽健法」などで検索してみてください



おわり

ご清聴ありがとうございました。
•ご質問・ご相談、父親支援に関するご相談がございまし
たら、国立成育医療研究センター政策科学研究部
dhp@ncchd.go.jp までご連絡ください

•父親支援に関する研究班の知見やイベントについては、
当センターのHPをご覧ください。
https://www.ncchd.go.jp/scholar/research/section/pol
icy/project/01.html
（※「成育 父親支援」で検索 ）
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